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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、格納容器内部調査等の現場情報、燃料デブリ周辺物質

の分析データを参照した模擬実験を行い、号機・領域ごとに、燃料デ

ブリの溶融・凝固メカニズム、デブリ形成プロセスを逆推定し、再現

されうる事故条件を検証・評価する。評価結果をこれまで得られてい

る知見と照し合せ、燃料デブリデータベースを高度化する。また、燃

料デブリの堆積状態の逆推定から燃料デブリ分析の課題であるサンプ

ル代表性に係る知見の取得を試みる。さらに、燃料デブリ取出しにお

いて合理的に排除したい発生確率の低いリスクについて検証試験を行

い、このようなリスクが発生する化学条件が、どの程度蓋然をもって

発生したのかを調査する。これらの検討結果を、本事業の実施者と事

故進展解析専門家で共有し、燃料デブリ分析データ活用と、デブリ取

出し設計の合理化・効率化に向けた知見を整理することを目的とし

て、以下の項目を行う。 

１）酸化物デブリ化学状態の逆解析 

 ２）金属デブリの混合・溶融・凝固状態の評価 

 ３）デブリ特性の詳細把握に向けた試験技術の整備 

 ４）Forward AnalysisとBackward Analysisの総合評価 

２．総合評価 Ａ 
・様々な条件で素反応を想定して模擬デブリを生成させ、その特性を詳

細に分析して、燃料デブリの生成・移行シナリオに関わる世界的に希

少なデータベースを拡充したことは、今後の事故進展解析の向上に役

立つものと高く評価する。 

・本データは、1Fで回収された実燃料デブリサンプルの分析・評価にも

役立つものと期待される。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


